
青森局管内の造林と育種苗

様　　方　　啓　　爾

青森営林局管内に初めて採種園が設定されてか

ら、今年で13年目になります。

この間、毎年10，000haの造林が実行されてきま

したから、採種園が設定されてから現在まで、約

130，000haの造林が行なわれたことになります。

この中で、育種苗を使って造林した面積は一体ど

れくらいになるでしょうか。

ざっと積算してみますと、1級採種林のタネで

養成した苗木も育種苗に加えたとしても、その面

積は10，000haを越えません。ですから大部分の造

林地は、育種事業には直接関係のない一般造林の

遺伝形質をうけついだ林分というわけです。精英

樹方式による育種の効果が、かなりよく判ってき

たこと、育種苗でも普通苗でも苗木作りから成林

まで、同じ労力と経費を要することを思うにつけ

「1日も早く育種苗木を造林地に」と希わずには

おられません。

ところで、今後青森営林局の育種事業の根幹と

なる採種園の現況等をみますと下表のとおりで

す。

種樹
一

ス　　ギ

所要苗木 与鰯慧庫要醐恒醐
19，品　　品；　27

／叫
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アカマツ　11，000j　　　30　　13・1

肋

29．5

16．8

カラマツ　　8，0001　　30　　9・5110・5

昭和33年以来、不良採種園の整理や優良採種園

の拡張等さまざまな過程を経て、現在ヒノキとス

ギの耐寒性系統の採種園を残すだけで、管内の育

種事業の基礎は固まったといってよいでしょう。

現に46年度の種子生産状況をみますと次表のと

おりで、アカマツは48年度から5割以上の育種苗

の生産が期待できますが、スギについてはやっと

1割にこぎつけたところです。

疲頂樹種1採種園一基 一般林　　計

ス　　ギ　　　　　　　　　　　　　　1，800
（33％）

アカマツ　　　　　　　　　　　　　　　251　　　450

カラマツ　　　0　　　0！　　0　（250）

注、アカマツは育種場で生産した種子も含む

これも、スギの採種園と採種林にジベレリンを

使ったからできたのであって、当分の間自然着果

は望めず、ジベレリンにたよらざるを得ないと思

います。今年7月に東北林木育種場の原種係長を

講師にお招きして、川尻、花巻の両署で、ジベレ

リン使用の現地説明会を開催しましたが、川尻で

は採種林に、花巻では採種園にそれぞれ参加者が

実際に施用する等有意義なものでした。採種林へ

の施用は、採種園から全所要種子の生産が達成さ

れるまでの期間、当面の措置として、将来解除を

予定している1級採種林を有効に活用することを

ねらったものです。一方採種園については、園内

を適宜、3区分して、毎年1区域ずつ施用し3年

で1巡するように葉面撒布で着果促進する予定で

す。また試験的に主幹や主枝、側枝に錠剤を埋め

込む方法も実施し、効果的な処理法がみつかった

場合は、整枝をかねて枝のまま採種し、乾燥、精

選することも考えています。

以上の方法によって、52年頃までには、当局の

スギ、アカマツの造林は全部育種苗を使えるもの

と確信しております。

（青森営林局・造林課）
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秋田局管内のスギ種子需給の現状

佐　　藤　　好　　矢

当局におけるスギ種子の主な採種源は秋田県北

部の米代川流域に集中しており、なかでも上小阿

仁、合川、藤里、能代、早口、二ッ井、鷹巣の各

営林署の採取量によって局全体の需給が左右され

るといっても過言ではない。スギの結実周期は3

～4年のくりかえしであるから、造林事業の長期

計画に即応して豊年には大量採取して貯蔵し凶作

年にそなえる態勢をとっている。

しかし、近年需給がひっぱくし著しいやりくり

を余儀なくされている現状であり、種子の質を向

上させるための採取源のせんたくと、量の確保の

両面で頭をいためている。

とくに昭和46年には貯蔵種子の手持がわずか65

kgと底をつき、46年秋はとりまきというピンチに

たたされた。現場担当者の再三にわたる現地精査

と協力により2，061kgをようやく確保することが

できた。当局のスギまき付量は年間約2，000kgで

あり、このうち秋田、山形県におけるまき付け比

率は2：1の割合となる。したがって秋田県から

採取した種子を山形県下の営林署で使用すること

となる。今後は造林面積の減少に伴い47年秋、48

年春のまき付け種子は約1，300kgの所要となるが

現在貯蔵中のスギ種子は498kgである。

管内の結実状況が過去の結実周期と適ったため

48年度以降の結実は凶作2年連続となる可能性が

あり48、49年度に備え2ヵ年の所要量分約2，600

kgを備蓄用として確保するため47年秋まき必要量

903kgを含め3，000kgの採取を今秋に予定してい

る。なお、当局における35年から46年までのスギ

種子採取実績は次のとおりである。

母樹の決定は当年度収穫予定ヵ所、または第1

期収穫指定林分に限っているむきもあるが、いわ

ゆる採種母樹として適正なものであればその他の

林分からも採取することとしている。後年度伐採

予定林分からの採取については採取木の材質低下

等をも考慮し、枝おろしを全面的に行なうことの

ないようとくに注意を喚起している。

2、採取の実例「上小阿仁署」

ここでは伐採前の天然スギから枝おろし法によ

って採取しているが、ha当り300本位の天然スギ

のうち結実する木は峯すじ等の一部であり、量の

少ない木には木登りするに値しないので、実際に

採取する木は少ない。1本当りの球果採取量は平

均24kg（豊作年は40kg）位である。球果8kgから

精選種子0．5kgが採種されるので母樹1本から平

均1．5kgの種子がとれる。

なお、これは枝おろし法であるため枝つみ法で

はさらに減少するであろう。

3、採種園からの採取の促進

以上のように、当局管内における種子採取の実

態は、量の不足、質の問題、母樹の地域的偏在、

採取労力の問題、母樹の損傷など、きわめて多く

の問題なかかえており、このままでは安定した種

子の需給は近い将来ゆきづまる恐れが多分にある

ので、何等かの根本的な解決策を確立すべき時期

にきている。

昨年、林業種苗法の改正を期に、東北林木育種

場奥羽支場では当局管内に造成されている各採種

園の実態調査をおこない、今後のスギ採種園の早

期実用化について、育成方法など当該営林署担当
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者の現地楷導を実施し、その詳

しい報告書が局に送付された。

管内の採種園造成計画は、本

年度設定予定の9．12haをもって

上記のとおり結実周期も一定せず、35年から42　　完了し、スギ種子の採取源を全面的に採種園にき

年までは1年おきに豊凶が操返えされ、44年から　　　りかえる態勢はできあがったことになるが、現実

46年までは作柄も凶凶となっている。またスギ種　　にはこれら各採種園の採種木は若く、大量の種子

子の作柄をみると意外にも地域的な凶作が多くな　　の生産はまだまだ後のことになる。しかし、前記

っていることがみられる。　　　　　　　　　　　のような実態にかんがみ、これらの若い採種園か

1、採取対象林分　　　　　　　　　　　（次ページ右後段につづく）　　　
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前橋局管内の種子の現状

鎌　　塚　　修　　次

種苗法の改正に伴い種子の採取源も育種母樹な

ど含め母樹源が明確にされた、育種母樹源の活用

は相当な年月が必要になることは言をまたない。

しかし育種母樹源も、スギのジベレリン処理やヒ

ノキ、アカマツ採種園など採種目標に近く、将来

事業的に置換えられる日はそれほど遠くはない。

ここで前橋営林局の種子の需給について採取源を

中心に述べてみたい。

事業用種子の採取については、1級、2級採種

林を中心に採取する方針で実行しているが、これ

ら採種林はほとんど採種機能を失している状態で

ある。これらの採種林に対しては、受光伐、枝ス

カシ、間伐など一連の施業を実施し整備してきた

が、目標採種量を確保するまでにはいたらなかっ

た。このような現況から当局では、種子採取の方

針を立てて採種林に準じた林分を指定し採取する

こととした。これは郷土品種を中心にスギの場合

は、I～II型（樹冠のタイプ）区分により厳選採

取している。ヒノキ、アカマツについては地域を

中心に海抜高など考慮し、適応性を重点に採取し

ている。

これらは現行採種林からのものであり、その他

カラマツについては、日光、草津天然カラマツの

遺伝子群を保続するため採取～養苗に重点をおい

ている（最近外国からの要請も多い）。

当局の種子所要量は、スギ350kg～400kg、ヒノ

キ150kg～180kg、アカマツ140kg、その他120kgで

あり、これら必要種子量と併せて備荒用（貯蔵）

を含めて採取している。

種子の豊凶予測は非常に困難で、とくに当局管

内は、表（福島浜・中、栃木、群馬）、裏（新潟、

福島会津）に区分され豊凶の差もはなはだしく貯

蔵のバランスがつかみにくい。貯蔵年限は3年を

限度として局で調整している。

最近採取技術の低下と採取費の上昇など問題は

多いが、良い種子を効率良く採ることがポイント

で、発芽率の見極め（試験採取と切断試験）など

大いに必要である。また最近国有林では機械まき

′付が多く採種産地など地域を包含して産地扱いを

するなど品質保証の点も考慮している。

3

以上採種林を中心に採種過程を述べたが、現在

国有林の採種林は種苗法から除外され、そのとり

扱いも変ると思われるが現在の採種林を検討して

みると、種子の採取源は、1・2級採種林とこれ

に準じた郷土品種の林分を活用し育種母樹活用ま

でこれを利用する。育種母樹については体質改善

など早急に実施し事業用の種子を生産する。つぎ

に採種林の整備計画については、大別して、①遺

伝子保存林的要素のもの、②学術参考林的要素の

もの、③プラス林分の3区分に要約される。これ

ら採種林は施業してもほとんど採種の用を満たす

ことはなく基本的な対策の樹立が迫られている。

当局管内の採種林の中には、遺伝子保存林的な

林分が多く、クマスギ、ムラマツスギ、イイデス

ギ、津島マツ、岩瀬マツ、日光、草津天然カラマ

ツなど有名な林分が多い。これらは特別母樹とし

ての性格をそなえており、種子の採取源であると

同時に将来に備えて遺伝子を保存するためにも良

好な状態で保存すべきであろう。

このように、現在の採取源は多少の改善はなし

うるとしても、これだけでは必要な種子の確保は

困難であるから、林木育種事業による採種園の早

期実用化をはじめ、簡易採種園の設定や、採穂園

を採種園に併用するなど、綜合的な手段で、種子

の量的、質的な確保策を樹立する必要があろう。

（前橋営林局・造林課）

（前ページよりつづく）

ら少しでも早く多量の種子を安定的に採取しうる

よう奥羽支場に相談の結果、同支場の技術指導を

受けて、昨年ジベレリンによる結実促進措置を数

署で実行した。壮令木108本、採種園の幼令木773

本の処理木には、すでに数多くの球果が着生して

おり、効果は上上であった。

今年はさらに管内21署についてジベレリン処理

を実施したので、来秋の採取についても明るい見

とおしが得られるようになった。

（秋田営林局・種苗係長）
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東北地方におけるスギさし木事業の実際（4）

太　　田　　　　　昇

採種台木の仕立方

これまで採種台木にはいいいろな種類があるが台木の

高さと骨格からみて7種類の基本型であって他は応用型

である。寒冷で多雪な東北地方では寒害や雪害を防ぐた

め低台仕立が安全で、他の仕立方より発根しやすい穂が

とれるので最も実用的な樹型である。少雪温暖なところ

では円筒型仕立でもよいとのべ、なぜ低台・円筒型がよ

いかをあきらかにしてきたので両仕立方の樹型誘導法の

実際を解説するが、その具体例と詳細は当場が製作・販

布しているカラースライド「スギ採種木の仕立方」を参

照ねがいたい。ここで、これまでのべてきた採種台木に

ついての用語を図－5に図説しておく。

図－5　採穂台木の用語

低台仕立は台木の幹を地上30cm以下・できるだけ低い

位置で台切りし、雪中で越冬させて雪害を防ぐために考

えられてきたもので、台木の骨格と採種拠点の作りかた

で図一6のような丸刈と平刈があり、いずれも被害は少

ないが骨格の形態からみて丸刈仕立がより安全である。

台切りとは台木の樹高を調整するため主幹を切断する

こと。

台切りされたスギは残った主枝が立ち上がる性質があ

って、精英樹により立ち上がりの強いものと弱いものが

あり、強いものを丸刈にするのはむづかしいので平刈に

図－6　低台・丸刈仕立低台・平刈仕立

せざるを得ないが、できるだけ丸刈にするのがのぞまし

い。

低台・丸刈仕立の樹型誘導手順の模式が図－7であ

り、台切り・剪定整枝をはじめて4年目ころにはさし穂

のほとんどが萠芽枝になり、6～7年目ころになると骨

格の概要ができてくる。

剪定整枝とは採穂拠点配置をよくし台木の樹型を整え

るための枝の剪定で、台切り・剪定整枝の適

期は春・採穂と同時に行なう。

模式図の手順で誘導した実例が写真－2で被写体はす

べて同一個体で縮尺も同じである。以下、順に解説する。

①低台仕立の苗木は健全な主枝が上下・左右からよく発

達したものがよい。台切り・剪定整枝は植栽と同時に

行なってもよいが、樹勢をつけ・枝の釣合いをみて翌

春に行なうことが安全である。

②地上20cmで台切りし、台切部の主枝3本を幹から1～

3cmの位置で剪定した。

右側の主枝もAの位置で剪定するが枝の長さや太さ

ならびに他の枝とのバランスを考え翌春まで剪定を保

図一7　低台・丸刈仕立模式図

植栽2年目
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写真－2・低台丸刈仕立の樹型誘導手順
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写真－3　40年生の低台丸刈仕切

5

留した。骨格作りには、まだ枝

の型をしてない地際の葉も左右

の主枝以上に重要な枝になるの

で、葉といえともおろそかにせ

ず注意して育てるようにする。

採穂拠点を作るため主枝を剪

定する枝の太さと位置はエンピ

ツより太い2～3年生の枝がよ

く、不定芽のでやすさからする

と枝の伸長年次界が3mmほど残る位置で剪定するのが

よい。

何台切りと剪足したところや主枝の分岐部から不定芽が

よく発生して全体が充実し、左右の主根はかなり立ち

上がっている。

④剪定整枝は主枝配置や枝の立ち上がり具合などのバラ

ソスを考え、台切り部は短かく・地際になるにしたが

い徐々に長い位置で剪定する。

⑤この採種木は樹勢が旺盛で不定芽の発生と伸びもよい

ため予想以上に枝葉が発達している。

⑥採穂拠点は正面にみえる幹がみえなくなるよう配置す

べきであり、それには写真でもわかるように、さし穂

になる枝をも拠点作り用の候補枝として残し、翌春ま

で伸ばしてから剪定することが必要である。この時点

での採穂量は16本であった。

なお、このように樹勢がよくて不定芽のでやすいも

のは、樹高を低くするため(B)の位置で再台切りしても

よいが、これは台切りしなかった。

⑦クローネ直径は約1mになり22本のさし穂がとれた。

⑧ようやく骨格が整ってきたが、よくみると拠点間に空

間があるのでさらに拠点数を殖やす必要がある。

⑨樹型誘導の基本は骨格内の拠点をいかに立体的に無駄

なく配置するかにある。

写真の拠点の直径は約40cmあるが、これから4・5

年間は直径を拡げることより円内の空間に20点以上の

拠点を殖やすように心がけ完成させて行く。

植栽後40年を経た台木を示したのが写真－3である。

①クローネ直径1．3m、高さ50cm、拠点の直径80cm、高

さ30cmで180本のさし穂がとれた。

②拠点の直径1m、高さ35cmの骨格を大体半裁しその内

部を示したもので、骨格の外側は拠点群でおおわれて

いることが推察できるであろう。

このように台木が完成したものは、さし穂をとった

所がつぎの拠点になるので無限に拠点数が殖える理屈

になるが、骨格の内部にある古い拠点は若いものに被

圧され不定芽をだす活力がおとろえ枯死するので、骨

格の直径を拡げないかぎり無限に殖えることにはなら

ない．　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

（東北林木育種場・原種係長）
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クロマツ海岸保安林の虫害と抵抗性

土　　屋　　辰　　雄

はじめに

最近クロマツ海岸林にマツノミノクマバエが大発

生し大きな被害を与えている。奥羽支場では、山

形県林業指導所の林業専門技術員斎藤諦氏から激

害地の中に少しも被害を受けていない個体があ

り、これはマツバノクマバエに対し抵抗性をもつ

ものではないかという連絡を受け、現地調査の結

果10本の耐虫性候補木を選出した。

さらに秋田県からも育種場の協力を得て10本を

選出、あわせて20本の候補木を46年度に選出し、

47年度各候補木から30本のつぎ穂を採取して当場

でつぎ木クローンを養成中である。

以下マツバノタマバエについて既に知られてい

ることの紹介と耐虫性候補木選出調査の報告をす

る。

この調査に協力された山形県林業指導所の斎藤

諦氏、秋田県林政課の五十嵐清治氏、秋田県林木

育種場の石川重雄氏、武田英文氏に対し厚く謝意

を表する次第である。

1、マツバノクマバエの生態

土中で幼中越冬したものが蛹となり6月上旬か

ら7月中旬まで土の中から成虫となって羽化して

アカマツやクロマツの葉がでて間もない針葉に卵

を産みつける。

産卵は多いときは30粒、普通8粒ぐらいといわ

れ、幼虫は一つの針葉の根元へ5～6頭一緒に、

葉液を吸収しながら生活し、幼虫が成長するにし

たがい寄生をうけた部分は大きくふくれ虫コブが

できる。このコブを虫えいと言う。

11月上旬～下旬になると虫が入っている葉は赤

くなり幼虫は地上へ落下し越冬する。

針葉の伸長とタマバエの産卵の関係は三浦氏の

報告によれば、島根県隠岐島においてクロマツ当

年生枝の主軸の上長成長をみると、5月7日ごろ

はすでに20cmにも達しており、6月7日ごろまで

の1ヵ月間は直線的な伸長を示すが、その後はほ

とんど伸びない。針葉の伸長は8月中旬までつづ

き、最初から最後まで直線的である。この当年生

枝や針葉の伸長をみると、当年生枝の伸長がほと

んど停止する6月上旬は、針葉の長さが約2cmく

らいである。成虫が産卵のために選択する針葉は

1．3cmから1．9cmくらいの長さのもので、2本の針

葉の先があまり分離しないで、葉鞘から0．5cmか

ら1cm程度緑色部分がのぞいている状態のもので

ある。産卵対象葉は1．5cmぐらいに限定されると

は限らず、林分におけるタマバエの成虫発生密度

によって異なり密度の高い場合は多少長いもの、

短かいものにも産卵される。1本の枝において先

端、中央、基部附近では針葉の伸長量がちがい先

端部にいくにつれて一定の割合で伸長がおくれ

アカマツはクロマツより一般に早く生長が開始さ

れている。タマバエ成虫は産卵の場合針葉の二葉

間に産卵管を挿入する形で、脚を開き二葉で体を

支える姿勢をとる関係から、二葉の開き角度が産

卵に関係しているようである。産卵の最盛期にア

カマツとクロマツの針葉でこの開いている角度を

調査してみると、アカマツの角度が広く、クロマ

ツは狭い、葉の長さが1．5cmのもので比較してみ

ると、クロマツは1度、アカマツは2～3度も開

いている。この角度が狭いと産卵管を挿入する場

合の脚のふんばりなど姿勢の安定が保たれないら

しく、2～3度の場合が最適とみられる。さらに

この角度は、産下された卵のウ化幼虫が針葉基部

に潜入する場合の、保護的役割も果しているもの

と考えられるとなっている。

2、耐虫性候補木の所在地と選出数

所在地。個体仮番号　本数一　調査年月日

山形県
市六ッ票帥形県1号～相月S脾10月22日

砦鷲告酒田恒形県7号～10号
秋田市新屋
向浜　＿、

計

秋田県1号～10号

20！

10月23日

S47年1月27日
1月28日

（

3、耐虫性候補木の特徴

（1）成長が他の周辺木と比較して旺盛である。

これはつぎの表で明らかなように、樹高、胸

高、直径とも周辺木の約1．5倍なとっている。

（2）斎藤諦氏の調査によると、針葉の伸びが周

辺部に比較して早い、このことはマツバノタマバ
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候補木と周辺部立木との比較表
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エの産卵に大きな影響があると思われる。

（3）候補木以外であったが、一部に産卵された

形跡はあるが幼虫のいないものが見られる。

4、調査方法等の問題点

（1）調査方法については決められたものがなく

選出要領は雪害の多雪地域の抵抗性個体選出要領

を、被害区分は、寒害の被害程度を援用したもの

であり、さらに検討しなければならない点が多い。

（2）マツバノタマバエの抵抗性は他の虫類に対

し、抵抗性があるかどうか不明である。

5、その他参考事項

三浦氏は被害の表示と当年生枝の着葉数につぎ

のようにのべている。

（1）被害の表示

タマバエの寄生を受けたマツの被害過程は次の

ようになる。

．ウ化幼虫の食人

由＝組織の掴
針葉生長量の減少と停止

落　嚢

恒コヨく＝芯‡霊7霊芸ご霊：

．‾「‥‾「l

［亘重ヨ－　虫えい形成率　＝l針黍被痢l
虫えい形成針壕放

当年生枝の縫針‾≡放
×100

罠

ここでいう被害量は、材積の計画生産値との比

較における減少量や枯死した場合に求められる値

で、地域、林令、樹種、施業技術など非常に複雑

な要素が介入してくるから尺度を規定するわけに

はいかない。そこで比較的各要素の影響を除外し

た害虫（タマバエ）の発生量の多少にのみによっ

て起る現象で、終局的に被害量に直接つながる当

年生枝における虫えい形成率をもって被害の程度

771恒l23！ 碑12
．

を表わす尺度とするのがよいと考える。これを被

害度という言葉であらわす。

被害度　1、虫えい形成率1～10％範囲

この範囲の林分では、虫えい形成針葉は当年生

枝を広範囲に調査して発見できる程度で、林分や

単木は一見して健全なものと変わらない。

被害度　Ⅱ、虫えい形成率11～30％範囲

虫えい形成針葉はすぐ目につく。林分や単木の

上層部が遠望して黄緑色をしている程度。

被害度Ⅲ、虫えい形成率31～50％範囲

林分や単木は遠望して黄色に見える。この程度

が2～3年続くと、アカマツはほとんど枯死す

る。クロマツは枯死をまぬがれるが、生長量は減

退し翌年は伸長しない。

被害度　Ⅳ、虫えい形成率60％以上の範囲

アカマツは枯死し、クロマツも枝枯れを起こし

て樹型は叢生状となる。当年生の針葉全部が虫え

いを形成した観がある。林分や単木は茶褐色に見

える。

（2）当年生枝の着生針葉数

被害度を表示する基準になる虫えい形成率の算

定に当たって労力を要するのは、当年生枝の針葉

数の調査である。当年生枝の長さと着生針葉数の

間には直線関係がある。

アカマツ　y＝24．258十6．331＊Ⅹ

クロマツ　y＝－0．9042＋7．568Ⅹ

＊Ⅹほ当年生枝の長さ

これは島根県隠岐島のアカマツとクロマツの10

年生の林分で調査したものである。それぞれの地

方で調査しておくと便利であろうといっている。

（奥羽支場経営諌）

引用文献　三浦正：マツバノタマバエに寄生されたマツ

の被害解析、森林防疫Vol20№5（No・230）1971
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東　　北　　の

林木育種協議会便り

去る7月11日盛岡市つなぎ温泉において、47年

度東北基本区林木育種協議会が開催された。出席

者は、林野庁、大学、林業試験場、県、県林業試

験場、県林木育種場、民間林業団体、営林局署な

ど29機関から55名であった。

会議では、林木育種事業の当面する問題につい

て熱心に討議されたが、その主なものについての

べたい。　穂

1、スギ採穂園における発根不良クローンの取

扱いについて

過去の露地ざしの発根調査資料からクローン毎

の発根性を、せん在性（最高発根率）と安定性（平

均発根率）とを組合せて評価し、せん在性が81％

以上で安定性が41％以上のもの、せん在性が61％

～80％で安定性が51％～80％のものを一応事業規

模でさし木実行が可能と考えて採穂園に残し、そ

れ以下の発根性のクローンは除去する。しかし、

県、国の育種場では、除去対象クローンでも必要に

応じ増殖できるよう1クローン10本は保存する。

2、さし木造林のありかたについて

つぎの二つの意見がだされた。

（1）さし木は発根、初期成長、雪害など色々な

問題があるが、寒風害に強い（凍害には弱い）こ

と、東北地方でも場所によっては成長も悪くない

ので、もう少し時間をかけて検討する必要がある。

（2）当初は、優良品種を作るということでさし

木の推進をはかったが、林業生産は長期間を要し

各種被害に対する抵抗性、すなわち生産の安全性

が重要で、この安全性は実生が有利なので、さし

木造林は積極的に進めるべきでない。

3、スギ採種木に対するジベレリンの処理につ

いて

ジベレリンの処理は、葉面散布、幹への埋込に

よって行なわれているが、連年の処理は樹体を弱

らせるおそれがある。これをさける方法が宮城県

から示された。これは樹高2m、枝数を12本程度

に整理し、例えば、1年に3本の枝を処理すると

各枝を4年に1回使用することになり、樹体への

影響もあまりないし、またこれで目標の種子量も

生産できると考える。

4、耐寒性個体の選抜について

過去2ヵ年の調査実績をみると、一般に里山か

林　　木　　育　　種

新任ごあいさつ

波多野　文　雄

このたび8月1日付をもちまして東北林木

育種場長を命ぜられ、帯広営林局より赴任し
て参りました。北海道より参りましたが、も

ともと私は九州育ちで、東北地方ははじめて
です。何かと不馴れのことばかりでございま

すので、よろしくお導きの程をお顧いいたし
ます。

当地に着任してみまして、見事に整備され
た採種園、採穂園、鋭意研究が続けられてい

る圃場や温室の様子を見て、先輩や職員の方

々が育種場創設以来並々ならぬ御努力によっ
て築きあげてこられた現状に接し、心から敬

意を表しますとともに、自分に与えられた責
任の大きさを感じている次第です。

育種場の仕事の内容も、創設当時にくらべ

社会情勢の変化、研究方法の進歩に伴って、
ますます多彩なものとなりつつあるように思
われます。

これからは量と併行して質の問題、針葉樹

ばかりでなく広葉樹を含めて、優良品種の育

成と増殖を図ることが必要と考えます。皆様
のご指導を得て精一杯勉強して参りたいと思
います。よろしくお願い申し上げます。

く

らの選抜木が多いので、今後はこのかたよりをな

くすよう奥山からの選抜が必要である。また選抜

に当っては次の点に注意を要する。

イ、候補木および調査区域に標識をつける。

ロ、雪害抵抗性にウエイトを置いて選抜する。

ハ、根元曲りの測定は確実に行なう。

ニ、傾斜角度は測定器で正確にする。

ホ、候補木の樹令は、根元曲りが固定した時点

を目安とする。

ヘ、採穂可能な候補木を選抜する。

ト、報告書を完備する。特に候補木周辺の平面

図は正確に作成する。

翌日は、小岩井農場造林地で、帯状伐採更新に

よる寒害防除の状況と、カラマツ、スギ混植林の

状況などを見学し、有意義に会議を終了した。

（東北林木育種場・遠藤昭太）

昭和47年9月1日発行
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